
＜会長報告＞

・会員の退会に関して

・次週は年末家族会です。健康で迎えたいと思いますので、よろしくお願いします。

＜委員会報告＞

・三宅地区大会実行委員長より、本日、例会終了後に次年度地区連絡会へ出席致します。

実行委員として会員全員のお名前をいれさせていただきますので、ご協力をお願いします。
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未来に繋ごうロータリー 会長 石渡 秀雄

次回以降の予定

15日 クラブ奉仕フォーラム

22日「半期を顧みて」
石渡秀雄 会長
波多野幸雄 幹事

2022年12月1日

第140７回 例会報告
会員数 出 席 出席率 前々回訂正出席率
16人 12名 75.00％ 11月17日 100%

第2580地区ガバナー
嶋村文男(東京東江戸川RC)

本日のプログラム

年末家族会

■ 例会日 毎週木曜日 １２：３０～１３：３０ ■ 役 員 ／ 会長 石渡 秀雄
■ 例会場 〒103-8520  東京都中央区日本橋蠣殻町2-1-1 会長エレクト 金子高一郎

ロイヤルパークホテル TEL 03-3667-1111(代) 幹事 波多野幸雄
■ 事務局 〒130-0013  東京都墨田区錦糸1-1-5 Ａビル６Ｆ 副幹事 水谷 文彦

TEL 03-5637-4608 ・ FAX 03-5637-4611      
E-mail  tokyobay@club.email.ne.jp 会報委員長 石渡 秀雄

Imagine Rotary
ジェニファー・ジョーンズ会長

(ウィンザー・ローズランドRC カナダ・オンタリオ州 )
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Take Action for Rotary Future
Reach Out for World Peace
ロータリーの未来のために行動しよう
世界の平和のために手を差し伸べよう

■ 点 鐘

■ ロータリーソング 「君が代」「奉仕の理想」

■ ビジター：東京羽田ロータリークラブ 川尻弘樹様

12月8日のプログラムは、年次総会でした。



石渡 秀雄君 早いもので12月になりました。流行り病も良く分からない
状況ですが、元気に年を越せる様に行きましょう!!
次週は年末家族会です。少しでも明るい世の中にしましょう!

波多野幸雄君 本日、年次総会、よろしくお願いします。
金子高一郎君 本日は年次総会です。宜敷くお願いします。
林 茂男 君 助成金利用で福井三国港でタグつきカニ食べてきました。

すみません、最高でしたぁ!!
三宅 郁子君 先日、見学に行った老人介護施設に母が入居しました。

森さん、ありがとうございます。
本日の年次総会、よろしくお願いします。

森 達郎 君 本日はビックリです。三宅会員のお母様が五反田のホームに入所するとは！
移動例会も役に立ちますね。

岡本 隆一君 今日から急に寒くなりましたね。
水谷 文彦君 年次総会、よろしくお願いします。
田中 保 君 今日は年次総会、よろしくお願いします。
原田 俊彦君 年次総会、よろしくお願いします。
土屋 東明君 年次総会、宜しくお願いします。
井上 慶亮君 本日、娘のお遊戯会がありました。かわいかったです。

合計 2４，０００円

ニコニコボックス

2022年12月RI会長からのメッセージ
2022-23年度会長 ジェニファー E. ジョーンズ

ザンビアのルサカ郊外でロータリーリーダーのグループとお会いした際に、私はこう尋ねました。「マラリ
アにかかったことのある方はいますか」すると全員の手が挙がりました。そしてマラリアにかかった1度目、
2度目、3度目の経験について話しだしたのです。マラリアは多くの開発途上国において病気と死亡の主
因の一つになっています。

しかし、この方々は幸運です。医療を受けられて、命を救う薬を手に入れられたのですから。ザンビアの農
村部に暮らす人びとにとって、状況はまったく異なります。

私はあるとき小さな農村を訪れ、小さな木製ベンチに腰かけて、ティモシーとその若い息子のネイサンと
話しました。カメラクルーがこの様子を撮影している中 、ネイサンにマラリアの兆候があらわれた時のこと
をティモシーが話してくれました。近所の地域医療従事者の家に連れて行き、そこですぐにもらえた薬でネ
イサンの命は助かりました。

ティモシーはまた、数年前に別の息子がマラリアにかかったことを落ち着いた声で話しはじめました。その
ときは、子どもを抱えて8キロ以上離れた診療所へと駆けつけなくてはなりませんでした。その子を背に乗
せて自転車をこいでいると、息子の足が冷たくなって小さな体から力が抜けていくのを感じたと言います。
ようやく診療所にたどりつくと「助けてくれ」と叫びましたが、もう手遅れだったのです。カメラマンは撮影を
やめ、あたりは静まりかえりました。嗚咽しはじめたティモシーを私はしっかりと抱きしめました。「息子を亡
くした。息子を亡くしました」と、声を絞り出すようにして言っていました。

ザンビア滞在中に、これとまったく同じ話を私たちは何度も耳にすることになります。それでも、希望はあり
ます。ザンビアでマラリアとたたかう「Partners for a Malaria-Free Zambia」が大規模プログラム補
助金初の授与対象として選ばれ、人びとの命を救っています。ザンビアの二つの州では、2,500人のボラ
ンティア医療従事者が地域社会で選出されています。医療を必要とする人びとに医療を届けるために訓
練を受けているので、マラリアやその他の疾患を診断し治療することができます。


